


















































































































































































































































































































































































































（1118～1190），あ る い は 俳 聖・芭 蕉（1644～
1694）であり，比較的新しくは若山牧水（1885～
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みせていくことであろう。
利便性や安直性という観点からは，ICT（情報
コミュニケーション技術）の進歩と呼応しつつ，
現実の旅ではない「バーチャルの旅」がやがては
市民権を得ることだろう。
人類の旅はこうした未来を視野に入れて，発展
の一途を辿ると楽観していていいのだろうか？
これまでみてきたヒトと旅（移動）との関わり
や，その歴史がもたらした文化や文明への影響・
意義を考えるとき，同時に私たちは利便性と引き
換えに失ってきた「旅の重さ」というものに思い
至る。
航空機が一般的ではなかった時代，人々は異国
へ行くのに大変な時間を費やして客船で渡航した。
その困難・苦難が故に憧れの異国は輝いて見えた。
その価値希少なるが故に，異国は現実から遊離し
て理想化された。この間の事情は，先人たちの紀
行文を読めばよくわかる。だが今日，紀行文学と
いうジャンルはもはや成立すまい。情報は瞬時に
かつ正確に入手出来るからだ。
経済性や利便性は豊かな生活に欠かせない。だ
がそれだけではヒトは満足できない。玄奘三蔵法
師や松尾芭蕉をはじめとする先端的な求道者・文
学者に惹かれる要素も精神生活には存在する──
｢人はパンのみに生くるにあらず」。
別の言い方をするなら，現代人は快適で効率的
な旅行に「旅情の喪失」を感じているのではなか
ろうか。私たちが豊かな旅を実現するには，「旅
情の回復」と「旅心の復活」が必要なのかもしれ
ない。これからの旅のありかたを考えるならば，
もちろん芭蕉型の求道の「旅」の単純な復活は考
えられないにせよ，それを弥次喜多型の愉楽の
「旅行」の中に香辛料として取り込む折衷型にな
るだろう。いわば「旅する心で旅行をする」とい
う事であろうか。もちろんワサビやカラシの量は
各自の好みによって，という事になるのだが。
人はなぜ旅をするのか？
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